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Sy MR O REEYERE, 1,COLRAT RY 4 a—FIILHHR (FF) % 1:200 [ZFR
(4°C, —W%) . 2,Cy3 tZH IRk % 1:300 (CHR (B, 509) . 3,XB:
DAPI (&) 109, ®A: 4—4v i, ®B: DAPI, ®C: A+B D&,

7y MRS O REEERE, 1,COLRATARY Y O—FLFK (7F) % 1:200 I=FHR
(4°C. —BR) . 2Cy3 EHTIRHAE 1:300 I2HR (EiE. 509) . 3,”B:
DAPI (B) 1093, ®A: 2—4v I, KB: DAPI, ®C: A+B D&RL.
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DAPI (&) 109. ®A: 4—4v I, EB: DAPI, ®C: A+BOv—,
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	製品名: COL2A1ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、軟骨および眼の硝子体に含まれる線維状コラーゲンであるII型コラーゲンのα1鎖をコードしています。この遺伝子の変異は、軟骨無形成症、軟骨異形成症、早期発症型家族性変形性関節症、先天性SED、ランガー・サルディーノ軟骨無形成症、クニースト骨異形成症、スティックラー症候群I型、およびストラドウィック型脊椎骨端骨端異形成症と関連しています。さらに、このコラーゲン分子のCプロペプチドであるカルシウム結合タンパク質であるコンドロカルシンのプロセシング異常も、軟骨異形成症と関連しています。
	研究分野
	焦点接着;ECM-受容体相互作用;
	画像データ
	

	コラーゲンII抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌組織のコラーゲンII抗体を用いた免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COLO205細胞ライセートのコラーゲンII抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1,COL2A1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2,Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3,図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1,COL2A1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2,Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3,図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1,COL2A1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2,Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3,図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1,COL2A1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2,Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3,図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮組織の免疫組織化学染色。1. COL2A1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学染色。1. COL2A1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。

